
＋＋

【北九州市学力状況調査】【北九州市学力状況調査】

平
成
２７
年
度「
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
実
践
校
」表
彰
校
の
決
定
！

平
成
２７
年
度「
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
実
践
校
」表
彰
校
の
決
定
！

　
教
育
委
員
会
で
は
、「
北

九
州
市
子
ど
も
の
未
来
を

ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
」に

「
あ
い
さ
つ
で
き
る
子
ど
も

日
本
一
」を
掲
げ
、「
あ
い
さ

つ
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま

す
。今
回
、児
童
生
徒
、教

職
員
、保
護
者
、地
域
の
方

な
ど
が
一
体
と
な
り
、特
色

あ
る「
あ
い
さ
つ
運
動
」を

展
開
し
て
い
る
学
校
の
中

か
ら
、特
に
優
秀
な
学
校

を「
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀

実
践
校
」と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。表
彰
校
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
応
募
校
数

21
校
）

　
表
彰
校
の
取
組
み
事
例

に
つ
い
て
は
、今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、表
彰
校
以
外
の

学
校
に
お
い
て
も
、保
護

者
や
地
域
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、特
色
あ
る
あ
い

さ
つ
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。各
学
校
に
お
い
て
、

よ
り
一
層
の
あ
い
さ
つ
運
動

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、今

後
と
も
学
校
へ
の
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

全国学力・学習状況調査の問題に挑戦全国学力・学習状況調査の問題に挑戦

平成２７年度 部活動などでの主な実績平成２７年度 部活動などでの主な実績

～未来の社会をたくましく生き抜くために必要な、これからの学力とは～～未来の社会をたくましく生き抜くために必要な、これからの学力とは～
　

今
の
子
ど
も
た
ち
が
成
人
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
頃
に
は
、社
会
や
職
業
が
大
き
く

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。変
化
の
激
し
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
は
、

学
ぶ
こ
と
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
、「
何
を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」に

加
え
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。昨
年
4
月
21

日
に
全
国
一
斉
で
行
わ
れ
た
、調
査
で
は
こ
の
よ
う
な
学
力
も
測
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
問
題
が
出
て
い
る
か
、ご
家
庭
や
地
域
で
も
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。お
子

様
と
一
緒
に
解
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

学力向上に向けた新しいプラン学力向上に向けた新しいプラン
北
九
州
市
で
は
、学
力
の
現
状
を
踏
ま
え
、学
力
向
上
の
新
し
い
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

今
回
は
、そ
の
中
で
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

学
力
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
に

加
え
、北
九
州
市
学
力
状
況
調
査
、英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト
な
ど
各
種
調
査
の
結
果

を
基
に
組
織
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、そ
の
と
き
の
問
題

で
す
。中
学
校
国
語
Ａ
の
漢
字

の
問
題
で
は
、全
国
平
均
正
答

率
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、適

切
な
語
句
を
選
ぶ
問
題
で
は
上

回
っ
て
い
ま
し
た
。漢
字
が
読
め

た
り
書
け
た
り
す
る
と
い
う
力

や
語
句
の
意
味
が
理
解
で
き
る

と
い
う
力
は
、将
来
必
要
と
な

る
基
礎
的
な
知
識
で
す
の
で
、

日
頃
か
ら
新
聞
や
本
な
ど
を
読

む
習
慣
を
付
け
る
と
と
も
に
、

文
章
を
書
く
と
き
に
は
習
っ
た

漢
字
を
で
き
る
だ
け
使
う
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

小
学
校
算
数
Ａ
の
角
度
を
求

め
る
問
題
で
は
、分
度
器
で
測

れ
る
角
の
大
き
さ
は
、180
度
以

内
な
ら
簡
単
に
測
れ
る
の
で
す

が
、180
度
を
超
え
る
と
間
違
い

が
2
割
程
度
増
え
る
よ
う
で

す
。角
度
だ
け
で
な
く
数
量
な

ど
に
お
い
て
も
、だ
い
た
い
の
大

き
さ
や
量
を
見
当
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、日
常
生
活

の
中
で
も
た
く
さ
ん
の
経
験
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

中
学
校
理
科
で
は
、天
気
の

記
号
か
ら
風
力
を
読
み
取
る
問

題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。天
気

図
だ
け
で
な
く
、理
科
の
授
業

で
使
わ
れ
る
基
礎
的
な
言
葉
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
実
生

活
の
中
で
も
必
要
で
す
。

１　生活の中で必要な知識や技能が身に付いているか、また、その知識や技能が本当に生
活の中で使えるのかということを調べる学力の調査と、学校や家庭での学習や生活の様
子、また、興味や関心があることについて尋ねる児童生徒質問紙調査があります。

２　対象学年は、小学校は５年生、中学校は１・２年生です。
　　小学６年生および中学３年生で実施されている全国学力・学習状況調査の結果と併せ
て、小学校５年生から中学校３年生までの一人一人の学力の状況や学習のつまずき、学習
習慣や生活状況の経年変化などがわかるようになります。

３　実施教科は、国語と算数・数学です。北九州市の児童生徒が苦手な問題や、児童生徒に
必ず理解してもらいたい問題を中心に作りました。

４　事前の確かめシートと事後のフォローアップシートを併せて学力の定着を図ります。

※ 上の例のように、これまでは、昨年度の３年生と比較して成績が下がったと判断されていましたが、
同一集団（２年時での成績）と比較すると上がったと判断できる場合があります。これからは、同一集団の
経年比較を行うことで、児童生徒一人一人の学力の成果を正確に把握することができるようになります。

今年度は平成28年1月に実施。

全国学力・学習状況調査　4月19日実施予定
小学校6年生　中学校3年生

北九州市学力状況調査　1月実施予定
小学校5年生　中学校１・２年生

計画
（Plan）
学力向上
プラン作成

評価
（Check）
各種調査結果を
基に取組を検証

改善
（Action）
学力向上

プランの見直し

実行
（Do）
学力向上
の取組を実行

〈内容〉

PDCAサイクルによる組織的な取組

〈それぞれの調査の比較〉【例】

成
績
は
上
が
っ
て
い
た
！

成
績
は
下
が
っ
た
？

（同一集団による比較）
全国学力・学習状況調査 北九州市学力状況調査

（対象学年による比較）
全国学力・学習状況調査

部活動等で全国大会などに出場した市立の学校を紹介します。（H2７.12時点）

国  体

全国中学校体育大会

北九州市立高校 ・・・
熊西中学校 ・・・・・・・・・
田原中学校 ・・・・・・・・・

陸上競技（少年女子A3000m）
ボウリング（少年女子）
体操（少年女子）

インターハイ
北九州市立高校 ・・・陸上競技（女子８00m、1500m、3000m）

全国高校駅伝大会
北九州市立高校 ・・・

全日本マーチングコンテスト
木屋瀬中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
緑丘中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

マーチングバンド全国大会 全日本合唱コンクール
二島中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

女子陸上部８位

〈団体〉
二島中学校 ・・・
横代中学校 ・・・
曽根中学校 ・・・
花尾中学校 ・・・

バスケットボール（女子）
卓球（男子）
柔道（男子2位）
体操競技（男子）

〈個人〉
思永中学校 ・・・・・
戸ノ上中学校 ・・・
浅川中学校 ・・・・・

守恒中学校 ・・・・・
槻田中学校 ・・・・・
木屋瀬中学校 ・・
黒崎中学校 ・・・・・

陸上競技（男子100m、２00m）
陸上競技（男子８00m、110H）
陸上競技（男子1500m※２名、女子８00m、1500m）
体操競技（男子）
陸上競技（男子３０00m、女子走高跳3位）
陸上競技（女子800m）
陸上競技（女子100m）
陸上競技（女子走高跳7位）

曽根中学校 ・・・
大蔵中学校 ・・・
菅生中学校 ・・・
則松中学校 ・・・
篠崎中学校 ・・・
緑丘中学校 ・・・
田原中学校 ・・・
飛幡中学校 ・・・

柔道（男子50kg3位、81kg2位、女子48kg3位）
柔道（男子90kg3位、女子52kgベスト8）
水泳競技（男子50m自由、100m自由）
水泳競技（男子200m自由）
水泳競技（男子100mバタフライ8位）
水泳競技（男子２00m背泳ぎ）
体操競技（男子）
体操競技（女子）

金賞
金賞

志徳中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
香月中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

銀賞
銀賞

銅賞

●
藤
松
小
学
校　
（
門
司
区
）

●
貴
船
小
学
校　
（
小
倉
北
区
）

●
守
恒
小
学
校　
（
小
倉
南
区
）

●
皿
倉
小
学
校　
（
八
幡
東
区
）

●
永
犬
丸
小
学
校（
八
幡
西
区
）

●
霧
丘
中
学
校　
（
小
倉
北
区
）

●
広
徳
中
学
校　
（
小
倉
南
区
）

●
石
峯
中
学
校　
（
若
松
区
）

　

●
企
救
特
別
支
援
学
校

　
（
小
倉
南
区
）

【
小
学
校（
５
校
）】　

※
区
順

【
中
学
校（
３
校
）】　

※
区
順

【
特
別
支
援
学
校（
１
校
）】

人権教育教材集「新版 いのち」
平成２７年度人権啓発資料法務大臣表彰、
最優秀賞受賞！

　今年度から本市の全小・中学校で活用している人権教育教材集
「新版  いのち」が、平成27年度人権啓発資料法務大臣表彰の最優秀賞
を受賞しました。
　平成27年10月26日（月）には、福岡法務局波多野人権擁護部長より、
表彰状と記念品が垣迫教育長に贈呈されました。
　人権啓発資料法務大臣表彰は、人権思想の普及高揚と基本的人権
の擁護の促進を図り、地方公共団体における今後の啓発活動をより一層
充実させることを目的に、地方公共団体が作成する人権に関する啓発
資料について、表彰するものです。
　今年度は、全国の地方公共団体３０７団体から、ポスター部門136点、
出版物部門1,043点、新聞広告部門19点、映像作品部門10点、その他
として358点の応募がありました。その中から、最も優れたものとして本市
の人権教育教材集「新版　いのち」が選ばれました。受賞理由として、
「『いのち』というひとつのテーマを小学校低学年、高学年、そして中学生
と児童生徒の成長過程に応じて、教育・啓発していくというスケールの
大きな企画であり、学ぶべきことが児童生徒の目線で分かりやすく示され
ている。また、学年に合わせた多様な切り口で児童生徒に興味をもたせる
など、マニュアルとしてもしっかりしており、授業にも容易に取り入れやすい
良質な教材である」とされています。
　北九州市教育研究委嘱学校・園研究発表会や学校大好きオンリー
ワン事業公開研究会等でも広く実践を公開しています。

平
均
正
答
率（
％
）

平
均
正
答
率（
％
）

中学校版小学校４～６年生版小学校１～３年生版

英語能力判定テスト10月　中学校3年生実施

未来をひらく
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広報紙「北九州市の教育 未来をひらく」
に関する皆さんのご意見・ご感想をお待
ちしています。



未来をひらく未来をひらく

23 子育て・親育ちのための 北九州市 子どもを育てる10か条 ● まず親がきちんと実行社会のルール ● 親の背を見て子は育つ、と申しますから。今日から一歩、毎日ひとこと、明日が変わる。みんなで取り組もう「北九州市の子育てルール」。

家庭で学校での出来事について話をすることは、学力との相関関係があります。
本市の保護者は全国と同じくらい家庭で学校の話をしています。今後もご家庭
での会話を大切にしてください。

授業参観や運動会などの学校行事へ参加することは、学力との相関関係があり
ます。本市の保護者は全国より学校行事への関心が高いことがわかります。今後
も学校行事への参加をよろしくお願いします。

　平成２７年１２月６日（日）、戸畑高等専修学校学習発表会「第26回ファッションショー」が開催されました。同校は、
洋裁・和裁の高度な技術の修得を目指すとともに、関連の業種で活躍できる社会人の育成に力を注いでいます。
　このファッションショーは、生徒が学んだ技術力を生かして自分のための作品を作り、自らモデルとなって大きな
舞台で作品を披露するもので、今年のテーマは、『Creation2015～未来への挑戦～』です。生徒一人一人が自分
の中で一番のオリジナル作品を創り出そうという意気込みで、デザイン画を描き、パターンを起こして服作りに
励みました。学年ごとに学んだ技術をもとに課題が決められており、1年生は木綿を使ったワンピースやシャツ、スカート、パンツなど。２年生はウール
素材の総裏仕立てのテーラードスーツです。基本を踏まえて丁寧に仕立てました。３年生はレースやフリルなど難しい材料も使いフォーマルウェア
（ウエディングドレスなど）を作り発表しました。

　本市の知的障害特別支援学校では、就労支援専門家の活用も図りながら、高等部の生徒に作業学習等を通して、将来の社会生活に必要な知識
や技能・態度を身に付けさせています。
　１月２２日（金）には、北九州中央高等学園で「特別支援学校生徒雇用促進セミナー」を開催しました。市内特別支援学校５校の高等部の生徒が、46社
の企業の方を前に学校の紹介、作業の内容説明、各校で製作した作品の展示説明、清掃や接遇等の実演を行いました。
　また、現在卒業生を雇用している企業の方からは、実習の受入れから雇用に至るまでの経験談をお話しいただきました。参加した企業の方からは、
「意欲のある生徒たちの存在を『知る』よい機会となりました。まずは、社内で障害のある方ができる作業把握を行い、実習の受入れについて検討して
いきたいと思います。」という今後の実習・雇用の拡大に
期待のもてる話も聞くことができました。

　平成２７年１０月２４日(土)、北九州市薬剤師会と教育委員会の主催で、北九州芸術劇場大ホールにおいて、参加小学校１０校・中学校９校の児童生徒・
応援保護者の皆さんを合わせて、約９００人が集い、盛大に開催されました。ホールロビーの専用ブースでは、小･中学生向けの薬物乱用防止啓発活動
も同時に開催し、多くの方々に薬物乱用防止に向けた取組を紹介しました。
　本年度も、司会進行をタレントの山本華世さんに務めていただき、演技前の紹介から、演技後のインタビュー等、年々華やかさを増す演出もあり、大
盛会となりました。「北九州市キッズダンス」「ダンスフォーザフューチャー」を演技前半に盛り込み、各学校で個性豊かなダンスが披露されました。個々
のダンスのスキルと共に、演技全体の構成も大変に工夫され、充実した演技に、見ているほうも感動の連続でした。恒例となった北九州市立高校ダン
ス部のデモンストレーション演技もあり、参加児童生徒にとって大変思い出深いものになりました。来年度以降の開催が楽しみです。

〈３年生感想〉
　自分らしい作品を作ることができて良かったです。世界でたった一つの作品
が作れたことがとても嬉しい。これまで関わってくださった全ての皆さんに
感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

ショーは、プロの舞台演出家の指導のもと、３週間前から体育館で
ウォーキング練習を始め、自分の作品が一番美しく映えるポーズを
考えながら真剣に練習しました。
　当日は、戸畑区長をはじめ、大勢の市民の方々にご臨席いただき、
大きな拍手で応援していただきました。
　特に３年生は、これまでの学校生活の集大成となる行事だけにフィ
ナーレでは感動で目を潤ませる生徒もいました。
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●本市の教育政策の指針となる北九州市教育大綱の策定

●現状と今後の取組みについて

　大綱の副題にもなっている「シビックプライドの醸成」について、
現在の取組み及び今後の方向性などを協議しました。今後、その中で、
「世界文化遺産　官営八幡製鐵所関連施設」の活用や地元企業等との
連携が重要であるとの意見が交わされました。

　市民が自分が住んでいる、働いているまちに対して「誇り」や「愛着」を持ち、
自らもこのまちを形成している１人であるという意識をもつとともに、自分たち
のまちづくりに自発的に関わりたいという意識をもつことです。

　「平成27年度　全国学力・学習状況調査」の結果が報告されまし
た。全国平均正答率との差が、昨年度より縮まる項目があるなど、これ
までの成果が着実に表れているものの、今後も確かな学力向上に向け
た総合的な施策を徹底していくとの方針が確認されました。

平成27年１１月１８日に第二回目の会議が開催され、教育大綱の策定を
はじめ、今後の取組み等について協議されました。

法律により定められた、市長と教育委員会が
教育について協議する場です。

２年生：テーラードスーツ１年生：カジュアルウェア
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◇小倉南特別支援学校
◇八幡特別支援学校

生徒が企業に説明・実演している様子 雇用経験のある企業による講話

参加した学校

２０１５ ダンスフェスティバル２０１５ ダンスフェスティバル

「特別支援学校生徒雇用促進セミナー」の開催「特別支援学校生徒雇用促進セミナー」の開催
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（１）シビックプライドの醸成について

（２）学力向上対策について

　特別支援教育の現状の説明と「北九州市特別支援教育推進プラン
（仮称）」の策定について報告されました。　また、保幼小連携や相談
体制の充実といった点についての意見が出されました。

（３）今後の特別支援教育の方向性について

総合教育会議の開催総合教育会議の開催
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３年生：フォーマルウェア…３年間の思いを胸に堂々と作品を披露しました。
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23 子育て・親育ちのための 北九州市 子どもを育てる10か条 ● まず親がきちんと実行社会のルール ● 親の背を見て子は育つ、と申しますから。今日から一歩、毎日ひとこと、明日が変わる。みんなで取り組もう「北九州市の子育てルール」。

家庭で学校での出来事について話をすることは、学力との相関関係があります。
本市の保護者は全国と同じくらい家庭で学校の話をしています。今後もご家庭
での会話を大切にしてください。

授業参観や運動会などの学校行事へ参加することは、学力との相関関係があり
ます。本市の保護者は全国より学校行事への関心が高いことがわかります。今後
も学校行事への参加をよろしくお願いします。

　平成２７年１２月６日（日）、戸畑高等専修学校学習発表会「第26回ファッションショー」が開催されました。同校は、
洋裁・和裁の高度な技術の修得を目指すとともに、関連の業種で活躍できる社会人の育成に力を注いでいます。
　このファッションショーは、生徒が学んだ技術力を生かして自分のための作品を作り、自らモデルとなって大きな
舞台で作品を披露するもので、今年のテーマは、『Creation2015～未来への挑戦～』です。生徒一人一人が自分
の中で一番のオリジナル作品を創り出そうという意気込みで、デザイン画を描き、パターンを起こして服作りに
励みました。学年ごとに学んだ技術をもとに課題が決められており、1年生は木綿を使ったワンピースやシャツ、スカート、パンツなど。２年生はウール
素材の総裏仕立てのテーラードスーツです。基本を踏まえて丁寧に仕立てました。３年生はレースやフリルなど難しい材料も使いフォーマルウェア
（ウエディングドレスなど）を作り発表しました。

　本市の知的障害特別支援学校では、就労支援専門家の活用も図りながら、高等部の生徒に作業学習等を通して、将来の社会生活に必要な知識
や技能・態度を身に付けさせています。
　１月２２日（金）には、北九州中央高等学園で「特別支援学校生徒雇用促進セミナー」を開催しました。市内特別支援学校５校の高等部の生徒が、46社
の企業の方を前に学校の紹介、作業の内容説明、各校で製作した作品の展示説明、清掃や接遇等の実演を行いました。
　また、現在卒業生を雇用している企業の方からは、実習の受入れから雇用に至るまでの経験談をお話しいただきました。参加した企業の方からは、
「意欲のある生徒たちの存在を『知る』よい機会となりました。まずは、社内で障害のある方ができる作業把握を行い、実習の受入れについて検討して
いきたいと思います。」という今後の実習・雇用の拡大に
期待のもてる話も聞くことができました。

　平成２７年１０月２４日(土)、北九州市薬剤師会と教育委員会の主催で、北九州芸術劇場大ホールにおいて、参加小学校１０校・中学校９校の児童生徒・
応援保護者の皆さんを合わせて、約９００人が集い、盛大に開催されました。ホールロビーの専用ブースでは、小･中学生向けの薬物乱用防止啓発活動
も同時に開催し、多くの方々に薬物乱用防止に向けた取組を紹介しました。
　本年度も、司会進行をタレントの山本華世さんに務めていただき、演技前の紹介から、演技後のインタビュー等、年々華やかさを増す演出もあり、大
盛会となりました。「北九州市キッズダンス」「ダンスフォーザフューチャー」を演技前半に盛り込み、各学校で個性豊かなダンスが披露されました。個々
のダンスのスキルと共に、演技全体の構成も大変に工夫され、充実した演技に、見ているほうも感動の連続でした。恒例となった北九州市立高校ダン
ス部のデモンストレーション演技もあり、参加児童生徒にとって大変思い出深いものになりました。来年度以降の開催が楽しみです。

〈３年生感想〉
　自分らしい作品を作ることができて良かったです。世界でたった一つの作品
が作れたことがとても嬉しい。これまで関わってくださった全ての皆さんに
感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

ショーは、プロの舞台演出家の指導のもと、３週間前から体育館で
ウォーキング練習を始め、自分の作品が一番美しく映えるポーズを
考えながら真剣に練習しました。
　当日は、戸畑区長をはじめ、大勢の市民の方々にご臨席いただき、
大きな拍手で応援していただきました。
　特に３年生は、これまでの学校生活の集大成となる行事だけにフィ
ナーレでは感動で目を潤ませる生徒もいました。
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●本市の教育政策の指針となる北九州市教育大綱の策定

●現状と今後の取組みについて

　大綱の副題にもなっている「シビックプライドの醸成」について、
現在の取組み及び今後の方向性などを協議しました。今後、その中で、
「世界文化遺産　官営八幡製鐵所関連施設」の活用や地元企業等との
連携が重要であるとの意見が交わされました。

　市民が自分が住んでいる、働いているまちに対して「誇り」や「愛着」を持ち、
自らもこのまちを形成している１人であるという意識をもつとともに、自分たち
のまちづくりに自発的に関わりたいという意識をもつことです。

　「平成27年度　全国学力・学習状況調査」の結果が報告されまし
た。全国平均正答率との差が、昨年度より縮まる項目があるなど、これ
までの成果が着実に表れているものの、今後も確かな学力向上に向け
た総合的な施策を徹底していくとの方針が確認されました。

平成27年１１月１８日に第二回目の会議が開催され、教育大綱の策定を
はじめ、今後の取組み等について協議されました。

法律により定められた、市長と教育委員会が
教育について協議する場です。

２年生：テーラードスーツ１年生：カジュアルウェア

小学校の部　最優秀　南小倉小学校 中学校の部　最優秀（大編成の部）早鞆中学校 中学校の部　最優秀（小編成の部）本城中学校

◇小倉北特別支援学校
◇小池特別支援学校
◇北九州中央高等学園

◇小倉南特別支援学校
◇八幡特別支援学校

生徒が企業に説明・実演している様子 雇用経験のある企業による講話

参加した学校

２０１５ ダンスフェスティバル２０１５ ダンスフェスティバル

「特別支援学校生徒雇用促進セミナー」の開催「特別支援学校生徒雇用促進セミナー」の開催

戸畑高等専修学校 ファッションショー戸畑高等専修学校 ファッションショー

（１）シビックプライドの醸成について

（２）学力向上対策について

　特別支援教育の現状の説明と「北九州市特別支援教育推進プラン
（仮称）」の策定について報告されました。　また、保幼小連携や相談
体制の充実といった点についての意見が出されました。

（３）今後の特別支援教育の方向性について

総合教育会議の開催総合教育会議の開催
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総合教育会議とは・・・
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平
成
２７
年
度「
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
実
践
校
」表
彰
校
の
決
定
！

平
成
２７
年
度「
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
実
践
校
」表
彰
校
の
決
定
！

　
教
育
委
員
会
で
は
、「
北

九
州
市
子
ど
も
の
未
来
を

ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
」に

「
あ
い
さ
つ
で
き
る
子
ど
も

日
本
一
」を
掲
げ
、「
あ
い
さ

つ
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま

す
。今
回
、児
童
生
徒
、教

職
員
、保
護
者
、地
域
の
方

な
ど
が
一
体
と
な
り
、特
色

あ
る「
あ
い
さ
つ
運
動
」を

展
開
し
て
い
る
学
校
の
中

か
ら
、特
に
優
秀
な
学
校

を「
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀

実
践
校
」と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。表
彰
校
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
応
募
校
数

21
校
）

　
表
彰
校
の
取
組
み
事
例

に
つ
い
て
は
、今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、表
彰
校
以
外
の

学
校
に
お
い
て
も
、保
護

者
や
地
域
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、特
色
あ
る
あ
い

さ
つ
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。各
学
校
に
お
い
て
、

よ
り
一
層
の
あ
い
さ
つ
運
動

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、今

後
と
も
学
校
へ
の
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

全国学力・学習状況調査の問題に挑戦全国学力・学習状況調査の問題に挑戦

平成２７年度 部活動などでの主な実績平成２７年度 部活動などでの主な実績

～未来の社会をたくましく生き抜くために必要な、これからの学力とは～～未来の社会をたくましく生き抜くために必要な、これからの学力とは～
　

今
の
子
ど
も
た
ち
が
成
人
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
頃
に
は
、社
会
や
職
業
が
大
き
く

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。変
化
の
激
し
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
は
、

学
ぶ
こ
と
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
、「
何
を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」に

加
え
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。昨
年
4
月
21

日
に
全
国
一
斉
で
行
わ
れ
た
、調
査
で
は
こ
の
よ
う
な
学
力
も
測
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
問
題
が
出
て
い
る
か
、ご
家
庭
や
地
域
で
も
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。お
子

様
と
一
緒
に
解
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

学力向上に向けた新しいプラン学力向上に向けた新しいプラン
北
九
州
市
で
は
、学
力
の
現
状
を
踏
ま
え
、学
力
向
上
の
新
し
い
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

今
回
は
、そ
の
中
で
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

学
力
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
に

加
え
、北
九
州
市
学
力
状
況
調
査
、英
語
能
力
判
定
テ
ス
ト
な
ど
各
種
調
査
の
結
果

を
基
に
組
織
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、そ
の
と
き
の
問
題

で
す
。中
学
校
国
語
Ａ
の
漢
字

の
問
題
で
は
、全
国
平
均
正
答

率
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、適

切
な
語
句
を
選
ぶ
問
題
で
は
上

回
っ
て
い
ま
し
た
。漢
字
が
読
め

た
り
書
け
た
り
す
る
と
い
う
力

や
語
句
の
意
味
が
理
解
で
き
る

と
い
う
力
は
、将
来
必
要
と
な

る
基
礎
的
な
知
識
で
す
の
で
、

日
頃
か
ら
新
聞
や
本
な
ど
を
読

む
習
慣
を
付
け
る
と
と
も
に
、

文
章
を
書
く
と
き
に
は
習
っ
た

漢
字
を
で
き
る
だ
け
使
う
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

小
学
校
算
数
Ａ
の
角
度
を
求

め
る
問
題
で
は
、分
度
器
で
測

れ
る
角
の
大
き
さ
は
、180
度
以

内
な
ら
簡
単
に
測
れ
る
の
で
す

が
、180
度
を
超
え
る
と
間
違
い

が
2
割
程
度
増
え
る
よ
う
で

す
。角
度
だ
け
で
な
く
数
量
な

ど
に
お
い
て
も
、だ
い
た
い
の
大

き
さ
や
量
を
見
当
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、日
常
生
活

の
中
で
も
た
く
さ
ん
の
経
験
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

中
学
校
理
科
で
は
、天
気
の

記
号
か
ら
風
力
を
読
み
取
る
問

題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。天
気

図
だ
け
で
な
く
、理
科
の
授
業

で
使
わ
れ
る
基
礎
的
な
言
葉
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
実
生

活
の
中
で
も
必
要
で
す
。

１　生活の中で必要な知識や技能が身に付いているか、また、その知識や技能が本当に生
活の中で使えるのかということを調べる学力の調査と、学校や家庭での学習や生活の様
子、また、興味や関心があることについて尋ねる児童生徒質問紙調査があります。

２　対象学年は、小学校は５年生、中学校は１・２年生です。
　　小学６年生および中学３年生で実施されている全国学力・学習状況調査の結果と併せ
て、小学校５年生から中学校３年生までの一人一人の学力の状況や学習のつまずき、学習
習慣や生活状況の経年変化などがわかるようになります。

３　実施教科は、国語と算数・数学です。北九州市の児童生徒が苦手な問題や、児童生徒に
必ず理解してもらいたい問題を中心に作りました。

４　事前の確かめシートと事後のフォローアップシートを併せて学力の定着を図ります。

※ 上の例のように、これまでは、昨年度の３年生と比較して成績が下がったと判断されていましたが、
同一集団（２年時での成績）と比較すると上がったと判断できる場合があります。これからは、同一集団の
経年比較を行うことで、児童生徒一人一人の学力の成果を正確に把握することができるようになります。

今年度は平成28年1月に実施。

全国学力・学習状況調査　4月19日実施予定
小学校6年生　中学校3年生

北九州市学力状況調査　1月実施予定
小学校5年生　中学校１・２年生

計画
（Plan）
学力向上
プラン作成

評価
（Check）
各種調査結果を
基に取組を検証

改善
（Action）
学力向上

プランの見直し

実行
（Do）
学力向上
の取組を実行

〈内容〉

PDCAサイクルによる組織的な取組

〈それぞれの調査の比較〉【例】

成
績
は
上
が
っ
て
い
た
！

成
績
は
下
が
っ
た
？

（同一集団による比較）
全国学力・学習状況調査 北九州市学力状況調査

（対象学年による比較）
全国学力・学習状況調査

部活動等で全国大会などに出場した市立の学校を紹介します。（H2７.12時点）

国  体

全国中学校体育大会

北九州市立高校 ・・・
熊西中学校 ・・・・・・・・・
田原中学校 ・・・・・・・・・

陸上競技（少年女子A3000m）
ボウリング（少年女子）
体操（少年女子）

インターハイ
北九州市立高校 ・・・陸上競技（女子８00m、1500m、3000m）

全国高校駅伝大会
北九州市立高校 ・・・

全日本マーチングコンテスト
木屋瀬中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
緑丘中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

マーチングバンド全国大会 全日本合唱コンクール
二島中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

女子陸上部８位

〈団体〉
二島中学校 ・・・
横代中学校 ・・・
曽根中学校 ・・・
花尾中学校 ・・・

バスケットボール（女子）
卓球（男子）
柔道（男子2位）
体操競技（男子）

〈個人〉
思永中学校 ・・・・・
戸ノ上中学校 ・・・
浅川中学校 ・・・・・

守恒中学校 ・・・・・
槻田中学校 ・・・・・
木屋瀬中学校 ・・
黒崎中学校 ・・・・・

陸上競技（男子100m、２00m）
陸上競技（男子８00m、110H）
陸上競技（男子1500m※２名、女子８00m、1500m）
体操競技（男子）
陸上競技（男子３０00m、女子走高跳3位）
陸上競技（女子800m）
陸上競技（女子100m）
陸上競技（女子走高跳7位）

曽根中学校 ・・・
大蔵中学校 ・・・
菅生中学校 ・・・
則松中学校 ・・・
篠崎中学校 ・・・
緑丘中学校 ・・・
田原中学校 ・・・
飛幡中学校 ・・・

柔道（男子50kg3位、81kg2位、女子48kg3位）
柔道（男子90kg3位、女子52kgベスト8）
水泳競技（男子50m自由、100m自由）
水泳競技（男子200m自由）
水泳競技（男子100mバタフライ8位）
水泳競技（男子２00m背泳ぎ）
体操競技（男子）
体操競技（女子）

金賞
金賞

志徳中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
香月中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

銀賞
銀賞

銅賞

●
藤
松
小
学
校　
（
門
司
区
）

●
貴
船
小
学
校　
（
小
倉
北
区
）

●
守
恒
小
学
校　
（
小
倉
南
区
）

●
皿
倉
小
学
校　
（
八
幡
東
区
）

●
永
犬
丸
小
学
校（
八
幡
西
区
）

●
霧
丘
中
学
校　
（
小
倉
北
区
）

●
広
徳
中
学
校　
（
小
倉
南
区
）

●
石
峯
中
学
校　
（
若
松
区
）

　

●
企
救
特
別
支
援
学
校

　
（
小
倉
南
区
）

【
小
学
校（
５
校
）】　

※
区
順

【
中
学
校（
３
校
）】　

※
区
順

【
特
別
支
援
学
校（
１
校
）】

人権教育教材集「新版 いのち」
平成２７年度人権啓発資料法務大臣表彰、
最優秀賞受賞！

　今年度から本市の全小・中学校で活用している人権教育教材集
「新版  いのち」が、平成27年度人権啓発資料法務大臣表彰の最優秀賞
を受賞しました。
　平成27年10月26日（月）には、福岡法務局波多野人権擁護部長より、
表彰状と記念品が垣迫教育長に贈呈されました。
　人権啓発資料法務大臣表彰は、人権思想の普及高揚と基本的人権
の擁護の促進を図り、地方公共団体における今後の啓発活動をより一層
充実させることを目的に、地方公共団体が作成する人権に関する啓発
資料について、表彰するものです。
　今年度は、全国の地方公共団体３０７団体から、ポスター部門136点、
出版物部門1,043点、新聞広告部門19点、映像作品部門10点、その他
として358点の応募がありました。その中から、最も優れたものとして本市
の人権教育教材集「新版　いのち」が選ばれました。受賞理由として、
「『いのち』というひとつのテーマを小学校低学年、高学年、そして中学生
と児童生徒の成長過程に応じて、教育・啓発していくというスケールの
大きな企画であり、学ぶべきことが児童生徒の目線で分かりやすく示され
ている。また、学年に合わせた多様な切り口で児童生徒に興味をもたせる
など、マニュアルとしてもしっかりしており、授業にも容易に取り入れやすい
良質な教材である」とされています。
　北九州市教育研究委嘱学校・園研究発表会や学校大好きオンリー
ワン事業公開研究会等でも広く実践を公開しています。

平
均
正
答
率（
％
）

平
均
正
答
率（
％
）

中学校版小学校４～６年生版小学校１～３年生版

英語能力判定テスト10月　中学校3年生実施

未来をひらく
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